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（2）処方せんと調剤  
靴記載しない場合の学生数は200名【   

場所  人的資源  物的資痕（例   時間  LS   到達目標   学習方法  示）  

《処方せんの基礎》  ＼  

◎処方せんの法的位置づけと機能につい  
201   て鱒明できる。◎処方オーダリングシス  講義   ○  90xl   

テムを概説できる  
実務実習  

202  ◎処方せんの種類、特徴、必要記載事項 について説明できる 修了草生  様々な処方せん例   90xt   
．   

5  

◎調剤を法的根拠に基づいて説明でき  実務実習  
ZO3   る。◎代表的な処方せん例の鑑査にお  修了草生  様々な処方せん例   90x2   
ける注意点を説明できる，（技能）   S  

204  ◎不適切な処方せんの処置について税明 でる 
実務実習  
修了学生  

間違いを含む  

S   

処方せん例   90x2   
き．   

《医薬品の用法・用量》   

205  ◎代表的な医薬品の用法・用量および投 ついて明できる   扶養   90x2 
与計画に説  

実務実習  
修了学生  プリント・実薬   90x2   ；ZO6   

5  

◎患者の特性（新生児、′】、児、高齢者、  実務実習  
○  ○  修了学生  プリント   別）x2   ；2甲   妊婦など）に適した用法・用量について 説明できる．◎患者の特性に適した用量  

5  

を計算できる。（技能）   

；ZO8  ◎病態（腎、肝疾患など）に適した用量 ついでる 
実務実習  
停丁学生  プリント   90x2   

設定にて説明き。   
5  

《服薬指導の基礎》   

；209  ◎服薬指導の意義を法的、倫理的、科学 づいて説明できる   鱒義   ○  90xl   
的根拠に基  

《調剤重美務入門》   
◎代表叩フま父』万■甘ん桝lダフ猛食をシ′ミユ  

レートできる．（技能）◎処方せん例に  

従って、計数調剤をシミュレートでき   実習  実務実習  
○  2  

処方せん・実薬・   
；210  90x10  
計量調剤をシミュレートできる。（技  

7 寵）◎調剤された医薬品の鑑査を．シ  Lミ与ス／きょ▲bl   
；Zll   

実務実習  
○  2   修了学生  OHP   90x3   

ついて討議する。（旭度）   つのSGD）  
5  

（3）疑義照会  
靴記載しない場合の学生数は200名へ   

場所  人的資源  
LS   到達目標   学習方法  物的資醸（例示）   時間  

教室  セミナー  章  実習室  教員  補助者  病院 蕃剤一拓  開局 普粛肺  その他   

《疑義照会の意義と根拠》   

；3（〉1  ◎疑義翠全の意義について、畠的根拠を  徳義   ○  
法律家  
l名  

90x】   
含めて説明できる。  

◎代表的な配合変化の組合せとその理由  
実務実  を説明できる。◎特定の配合によって  実習  

○  2・   習修丁  
配合注雇・禁忌の実   
薬   

90x3   
；302    生じる医薬品の性状、外範の変化を観察  
する．（技能）  

学生5  

S303  ◎不適切な処方せん例について、その理  講義   ○  事故例を示す資料   90x之   
由を説明できる．  

で．「ぎ   



《崖義照会入門〉  

実務美  

S304  ◎処方せんの問題点を顔決するための夷 剤師と医師の連携の重要性を討至嘉する．   演習（10名ず つのSGD）   ○  ○  2   習修丁  医師11名   01】P   90x3  

学生5   

◎代表的な医薬品について効能・・効果、．  
用捷・用量を列挙できる，◎代表的な  
医薬品について警告、禁忌、副作用を列  

○  S：105     孝できる。◎代表的な医薬品について  講義  90x2  

相互作用を列挙できる。◎疑義腰会の流  
れを説明できる。  

◎代表的な医薬品について効青喜・効果、  
用i藍・用量を列挙できる。◎代表的な 医薬品について警告 

、禁忌、副作用を列  
実務実  不適切な処方せん  

S306     挙できる．◎代表的な医薬品について 相互作用を列挙できる ○  ○  10   習修了  例・患者情報を示す   

。◎疑義照会をシ  
学生10  資料   

ミュレートする。（技盲巨・態度）   

（4） 医薬品の管理と供給  
特に記載しない堤合の学生数は200名   

堤所  人的資源  物的資源  
LS   到達目接   

李習方法  
（例示）   時間  

《医薬品の安定性に注目する》   

S401  ◎医薬品管理の意義と必要性について説  義   ○  明できる．   ビデオ   90xl   

S40Z  ◎代表的な剤形の安定性、保存性につい  ・．＝ ミミ   ○  て説明できる。  ビデオ   90xl   

《特別な配慮を要する医薬品》   
◎毒薬・劇薬の管理および取扱いについ  

S403   て説明できる。◎麻薬、向精神薬などの 管理と取扱い（投薬、廃棄など）につい て説明できる 講義   ○  ビデオ   90xl   

．  

◎叫菜分画製剤の管理および取放いにつ  
S404   いて硯明できる．◎輸血用血液製剤の管  講義   ○  ビデオ   90xl   
理おょび取扱いについて説明できる．   

◎代表的な生物製剤ゐ種類と適応を説明  
S405   でき・る．◎生物製剤の管理と取扱い（投  講義   ○  ビデオ   90xl   

薬、廃棄など）について説明できる。  

◎毒茎葉・一別薬の管理および取扱いについ  
て説明できる．◎血祭分画製剤の管理お  
よび取扱いについて説明できる．◎輸血  

用血液製剤の管理および取扱いについて  実習  実務実  
S406      説明できる。◎代表的な生物製剤の種類  ○  2   ■習修了  各種薬物見本   90xコ   

と適応を説明できる．◎生物製剤の管理  学生5  

と取扱い（投薬、廃棄など）について挽  
明できる．◎麻薬の取扱いをシミュレー トで 
・きろご（持鮨1  

◎代表的な放射性医薬品の種類と用途を  
説明できる．◎放射性医薬品の管理と取  

S407    放い（投薬、廃棄など）について説明で  講義   ○  ビデオ   90xl   

きる。  

《製剤化の基礎》   

Sio8  ◎院内製剤の意義、調製上の手続き、品 
○  質管琶などについて説明できる。   謙義  ビデオ   9Dxl   

S409  ◎薬局製剤の意義、調製上の手続きヾ品  
質管理などについて説明できる．   雉義   ○  ビデオ   90xl   

◎代表的な院内製剤を調製できる。（技  実習  実務実  

軍10   能）  
（50名ずつ）  ○  2   習修丁  製剤機器   90x3   

学生5  

◎無菌操作の原理を醜明し、基本的な無  
菌操作を実施できろ。（知識・技能）   実習  実務実  クリーンペンチt   

S411  ○  2  90x6  
のい ミカルハザード回避の基本的手技を実施  学生5  ネット   
できる。（技能）   

《注射剤と輸液》   

◎注射剤の代表的な配合変化を列挙し、  実務実  
S412   その原因を説明できる．◎代表的な配  実習  0  2   習修了  配合注意・禁忌の注   

射剤と輸液 90x3  
合変化を検出できる。（技能）   壷生5  

◎代表的な輸液と経菅栄養剤の種翠と適  実習  実務実  
応を説明できる．◎体内電解質の過不  ○  2   習修丁  

配合注意■禁忌の注  90×3  

足を判断して補正できる。（技能）   学生5  
射剤と輸液  

毒薬》  

◎代表的な消毒薬の用途、使用濃度を説  
明できる。◎消毒薬調製時の注意点を  講義   ○  ビデオ   90xl   
説明できる。  
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（5）リスクマネージメント  
特に記凱ない場合の学生数は2隠   

琴所  人的資源 
LS   到達目標   

物的資療（例   
時間  学習方法  教員  希助者  病院 審・釧肪  開局 蕃剤師  その他   示）  

《安全管理に注目する》   

こ501  ◎薬剤師業務の中で起こりやすい事故手 例を列挙し 講義  
、その原因を説明できる。  ○  gOxl   

こ502  ◎誤りを生じヤすい投亮例を列挙でき  講義   ○  90xl   
る。   

：503  ◎院内感染の回避方法について説明でき 
講義   ○ スライド・ビデオ  90xl   

《副作用に注目する》   

504  ◎代表的な医薬品の副作用の初期症状と  講義   桟査所見を具体的に説明できる。  ○  スライド・ビデオ  90x2   

505  （診代表的な医薬品の副作用の初期症状と 査を具体的に現明できる 演習  
実務実  

検所見。  ○  2   習修了  OHP   90x3   

学生5  

《リスクマネージメント入門》   

◎誤りを生じやすい調剤例を列挙でき  実若美  
506   る．◎リスクを回避するための具体策を 惹表する ○  2   習修了  OHP   90x3   

。（梅屋）   学生5   

◎事故が起こった場合の対処方法につい  実務実 習修了  

507   て慕表する。（態度）   つの亭GD）  ○  2  OHP   90x3   

学生5   

（6） 服薬指導と患者情報  
特に記載しない場合■の学生数は200名∧   

学習方法   
場所  人的資源  

LS   到達目標  
物的資源（例  

時甲  
教室  セミナー  幸  実習室  教員  補助者  病院 蕃一糾師  開局 寒剤師  その他   示）  

《服薬指導に必要な技能と態度》   

◎患者の基本的権利、自己決定権、イン  法律家1  

601   フォームドコンセント、守毛払義務などに  ！痺義   ○  名′cRCl  90xl   

ついて具体的に説明できる．  名  

◎代表的な医薬品の服薬指導上の注意点  
60Z   を列挙できる。◎代表的な疾患において べ ・一ごi・   ○  90x2   

注意すき生活指導項目を列挙できる。  

⑲インフォームド・コンセント、守秘義 務などに配慮する．（旭度）◎適切な  実務実  

する，（技能・態度）◎医薬品に不  603    言葉を選び、適切な手鱒を経て服薬指導   2   習修了  SPl名  ビデオカメラ   90x2   

安、抵抗感を持つ理由を空廃し、それを  学生5  

瞼く拡ナ1妄・ナス＿J初夏蘇．地膚1   

604  ◎患者接遇に際し、配慮しなければなら いをでる 
な注意点列挙き。   講義   ○  SPl名  ビデオカメラ   90xl   

《患者情報の重要性に注目する》   
◎服薬碍導に必要な患者情報を列挙でき  
る。◎患者背景、情報（コンプライアン  
ス、経過、診療録、薬歴など）を把獲で  実務実  

605     きる。（技能）◎医師、看護師などとの  2   習使丁  90x3   

情報の共有化の重要性を説明できる。◎  学生5  

患者接遇に際し、配慮しなければならな  
い汚：昔古か初l堂■㌘卓ろ＿   

《月良薬指導入門》   

◎代表的な医薬品について、適切な服薬  
指導ができる。（知識・技能）◎共感的 で患者インタビ 

態度ューを行う．（技  つのSGD及 びロールブ 実＃実  

：606     能・態度）◎患者背景に配慮した月良薬指 10   習修丁  90x 6   
導ができる。（技能）◎代表的な症例に  学生10   

ついての服薬指導の内容を適切に記録で  
イ）   

きる。（技能）   

（7） 事前学習のまとめ  

LS   
場所  

到達目標   学習方法  
人的資源  物的資源（例   時間  

教室  セミナー  専  実習室  教員  補助者  病院 番手疇師  開局 著者疇師  その他   示）  

《総合実習》   
◎代表的な処方せん例の鑑査を行うこ  
とができる。（技能）◎疑義照会をシ  
ミュレートする。（技能・旭度）◎処方  
せん例に従って、計数訴㈲をシミユレー  
トできる。（技能）◎処方せん例に  実習  実務実  

○・  2   習修了  
処方せん・実薬・  

7（〉1       従って、計量調剤をシミュレートでき  
学生5   

薬袋・標準調剤機器  90x10   
る。（技能）◎調剤された医薬品の鑑  
査をシミュレートできる．（技能）◎  
患者背景に配慮した服薬指導ができる。  
（技能）  
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（Ⅱ）病院実習方略  

（1）病院調剤を実践する  
学生数は1施設に5名以内  

場所  人的資源  
LS   到達目標（SBOs）  学習方法  物的資源 （併示）  時間  患者との 関わり  備考  

《病院調剤業務の全体の流れ》   

◎患者の診療過程に同行し、その体戟を通して診  
凍システムを概説できる。◎病院内での患者情報  
の流れを図式化できる。◎病院に所属する医療ス  

ト‖01     タッフの職種名を列挙し、その業務内容を相互に づてでろ 病院  プリント  

関連け説明き。◎生命に関わる職種であ  全体  ロ  注1   OHPなど  90x2  

■■こ■－＝－●こ   

ることを自覚し、ふさわしい態度で行動する。◎  

◎薬剤部門を構成する各セクションの業務を体験  
し、その内容を相互に関連づけて説明できる。◎  

川中    処方せん（外来、入院患者を含む）の受付から息  
者への医薬皐交付、服薬指導に至るまでの流れを  

90x2  

概説できる。 
竜事件を説明できる■   

《計数・計量調剤》‾   
HlO3  ◎処方せん（麻薬、注射剤を含む）の形式、種類 ついき 
および記載事項にて説明でる｛   

（⊃  90xl  

◎処方せんの記載事項（医薬品名、分量、用法・  
用量など）が整っているか確琵できる。◎代表附  

HlO4．d    な処方せんについて、処方内容が適正であるか判  ○  
注1  

90x3  

断できる。◎業歴に基づき、処方内容が適正であ  
るか判断できる。   

HO5∠］  ◎適切な疑義照会の実務を体験する。   演習・  ○  ロ  医師1  山 注1  90）く2  

HlO6∠  ◎薬袋．薬札に記載すべき事項を列挙し、記入で きる＿  実習   ○  90x2  

◎処方せんの記載に従っt正しく医薬品の取りそ  
ろえができる。（技能）◎錠剤、カプセル剤の計  
数調剤ができる。（技能）◎調剤過誤を防止する  
た捌こ、実際に工夫されている事項を列挙でき  
る．◎代表的な医薬品の剤形を列挙できる。◎代  

HlO7∠】       表的な医薬品を色・形、識別コードから識別でき  ○  
2  i主1  90X20  

る。（技能）◎医薬品の識別に色、形などの外観  
が重要であることを、具体例を挙げて説明でき 
る。◎代表的な医薬品の商品名と一般名を対比で  
きる。◎異なる商品名で、同一有効成分を含む代  
表申な医采品を列挙できる。   

川08∠  ◎毒薬・劇薬、麻薬、向精神薬などの調剤ができ る。（技能）  実習   ・  90xl  

HlO9∠］  ◎一回量（一旬化）調剤の必要性を判断し、実施 できる．（知識・技能）  実習  ○  90xl  

◎散剤、液剤などの計量調剤ができる．（技能）  
血10∠コ   ◎調剤機器（秤量器、分包機など）の基本的な取  ○  2  

注1  
90x15  

敬いができる。（技能）   

◎細胞毒性のある医薬品の詞剤について説明でき  
Hlll∠   る。◎特別な注意を要する医薬昂（抗悪性腫瘍薬  90x2  

など）の取扱いを体験する。（技能）   

◎錠剤の粉砕、およびカプセル剤の開封の可否を  
H†12∠］   判断し、実施できる■（知識・技能）   実習，  ○  90xl  

州1コ∠】  ◎調剤された医薬品に対して、鑑査の実務を体験 する．（技能）  説明：演習  ○  90x2  

《服罪指導》   

妥習   
（⊃  1  Hl＝∠】  ◎患者向けの説明文書の必要性を理解して、作 成、交付できる．（働蔵・技能）  説明・演習・  さ生1  90x5  ○  

Hl15∠］  ◎患者に使用上の説明が必要な眼軟膏、坐剤、吸 入剤などの取扱い方を説明できる｛  説明・演習・ ．実習  ○  1 
90x2  ○  

H16∠］  ◎自己注射が承認されている代表的な医薬品を詞 ≡糾し、その取扱い方を説明できるh  説明・演習・  莫習  ○  90x2  ○  

◎お菜受け渡し窓口において、薬剤の服用方法、  
保管方法および使用上の注意について適切に説明  
できる．◎期待する効果が充分に現れていない  

Hl17∠］     か、あるいは副作用が疑われる場合のお菜受け渡  ○  注1  0肝など  90xlO  ○  
し窓口における適切な対処法について提案する。  
（知識・態度）   
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n雇扉南東剤》   

由1貞  ◎注射剤調剤の流れを敏説できる。   説明   ○  l  90ズ1  
◎注射処方せんの記載事項（医薬品名、分量、用  

H†19   法・用星など）が整っているか確経できる。（技 能）◎代表的な注射処方せんについて ○  
1 

剤、処方内 森が適正であるか判断できる 注1  90x5  

〈（儒儲）   

HT20  ◎嘩切な疑義照会の実務を体験する。（技能） 演習  ○  ロ  医師1  u 注1  90x2  

H†2†  ◎処方せんの記載に従って正しく注射剤の取りそ ろえができる．（知識・技能）  実習   ○  2  90xlO  

◎注射剤（高カロリー栄養輸液など）の浪合操作  
H122   を実施できる。・（技能）◎注射剤申配合率化に関  2  

して婁1臨されて 
注1  90xlO  いる回辞方法履屑憧できろ＿ 

H123  ◎毒薬・劇薬、麻薬、向精神薬なとの注射剤の調 割と適切な取扱いができる＿（技能）  実習   Cl  90xl  

◎細胞毒性のある注射剤の調剤について鋭明でき  
H12ヰ   る。◎特別な注意を要する注射剤（抗悪性腫瘍薬  90x2  
など）の取報いを体験ナる＿（技能）   

H125  
を体験する｛（技能）   ○  90‘X2  

′づ・，   

◎リスクマネーソメントにおいて薬剤師が果たし  
ている役割を説明できる．◎調剤過誤を防止する  

H126』    ために、実際に工夫されている事項を列挙でき  190x2  
る。◎商品名の腐り、発音あるいは外我が類似し  
た代表的な侯薬品右列婆できる《   

◎医薬品に関わる過失あるいは過誤について、適  
切な対処法を討議する。（態度）◎インシデン  
ト、一アクシデント報告の実例や、現場での体験を  
もとに、リスクマネージメントについて討議す  

H127∠］      る．。（態度）◎職務上の過失、過誤を未然に防ぐ  ○  ロ 注1  OI肝など  90x2  
ための方策を提案できる。（態度）◎実習中に生  
じた諸問題（調剤ミス、過誤、事故、クレームな  
ど）を、当吉亥機関で用いられるフォーマットに正  
しく記入できる。（技能）   

空主1 教員の参加が望ましい。  

（2）医薬品を動かす一確保する  
学 敬は1 言引こ5名以   

LS   到達目標（SBOs）   
人的資源  

物的資源 （例示）  時間  患者との 闘わり  備考  
l ・募所  1         l            学習方法  ■薬剤部  病棟・■ 外奥  その他  指導 ・雲上≡・  補助者  教員   

《医薬品の管理・供給・保存》   

（診医薬品管理の流れを概説できる。◎医薬品の適  療の保  

○  
管され い  H201』   正在庫の意義を説明できる。◎納品から使用まで の医薬品の動きに係わる人達の仕事を見学し、薬  てる  90X2  

剤肺葉務と関連づけて説明できる。   場所   

H202  ◎医薬品の品質に影響を与える因子と保存条件を 説明できる 
○  

。   

90x2  

◎納入医薬品の検収を体翠し、そのチェゝタ項目  
H203∠］   を列挙できる。◎同一商品名の医薬品に異なった  90X3  
規格鱒あるものについて具体例を列挙できる。   

◎院内における医業品の供給方法について説明で  
H204   きる．◎請求のあった医薬品を取り轍えることが  

注1  90X3  
セきる。（技能）   

《特別な配慮を要する医薬品》   

◎麻薬・向精神薬および覚せい剤原料の取扱いを  
体験する。（技能）◎毒薬、珂薬を適切に取り扱  
うことができる．（技能）◎血妹分画製剤の取扱  

H205∠】     いを体験する。（技能）◎法的な管理が義務付け られている医薬品（麻薬 
○  、向清神薬、劇薬、毒  注1  90X3  

罪、特定生物由来製剤など）を挙げ、その保管方  
法を見学し、その意義について考察ナる。（態  
度）   

《医薬品の援用・使用中止》   

、【コ ポ7   J  H206  （診医薬品の採用と使用中止の手続きを説明で吉 る．◎代嘉納な同種・同効藁を列挙できる．  説明・演習  ・○  b 注1  OHPなど  90Xl  

書生1 教員の参加が望ましい．  
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（3）情報を正しく使う  
学生数は1施設に5名以内  

LS   到革目標（SBOs）   時間  患者との 関わり  備考  

《病院での医薬品情報》  

◎医薬品情報渡のなかで、当該病院で使用してい  
るものの種類と特徴を説明できる。◎院内への医  
薬品情報提供の手段、．方法を概説できる。◎緊急  プリン  

H301     安全性情報、不良品回収、製造中止などの緊急情  ○  ト・コン  
報の取扱い方法にっいて説明できる．◎患者、医  ピューク   
済スタッフヘの情報提供における留意点を列挙で  
きる．   

ノ人手 ・＝ ・加コ：頂  

◎医莱品の基本的な愕朝を、文献、岨（医薬情報  フ■リン  副作用、  
H302∠］   抵当者）などの様々な情報源から収集できる．  MRl  ト・コン  疑義照会  

（技能）   ピューク   など  

H303  ◎DIニュースなどを作成するた動こ、医薬品情報  
の評価、加工を体験する。（技能）   実習   ○  ブ  コン  ピューク   

プリン  

H304∠］  ◎医薬品・医療用具等安全性情報報告用紙に、必 要事項を記載できる。（知盲蔽・技能）   演習   C〉  ト・報告  
用紙   

《情報提供》  
◎医療スタッフからの質問に対する適切な報告書  

H305   の作成を体験する，（知識・技能）◎医療スタッ フのニ 
プリン  

ーズに合った情報提供を体験する。（技  
0  ○  2  ト・．コン  

能・熊摩）   
ピューク   

H306  ◎患者のニーズに合った情報の収集、加工および る 
提供を体験す。（技能・態度）   

（〕  ○  2  プリント  98x3  （⊃  

H307  ◎情報提供内容が適切か否かを追跡できる．（技   実習  
能）  

○  90x3  

（4）．ベウドサイドで学ぶ  
学生数は1施設に5名以内  

LS   
人的資源  

到達目標（SBOs）   学習方法l  場所．1        物的資漁 （例示）   時間  患者との 関わり  備考  

《病棟業務の概説》   

◎病棟業務における薬剤師の業務（薬剤管理、与  
菜、リスクマネージメント、供給管理など）を概  

H401    説できる。◎薬剤師の業務内容について、正確に をとり プリン  
記録、報告することの目的を説明できる．  ト・0肝  90x5  （⊃  

◎病棟における薬剤の管理と取扱いを体験する。  
（知識・技能・態度）   

《医療チームへの参加》   

◎医凍スタッフが日常使っている専門用語を適切  60Iqinx  

H402   に使用できる。（技能）◎病棟において医凍チー ムの ○  医師1．・  90 XlO  適2回よ4  
一旦として他の医凍スタッフとコミュニケー  Z  適聞×2病  

トナる。（技能・態度）   棟注2   

《薬剤管理指導業務》 

◎診療録、看護記録、‘重要な検査所見など、種々  
の情報源から必要な情報を収集できる。（技能）  
◎報告に必要な要素（5Wl上】）に留意して、収集し  

60mimx  

H403     た情報を正確に記載できる（薬歴、服薬指導歴な  ○  医師1・  90x18  i酌回Ⅹ4  

ど）．（技能）◎収集した情報ごとに誰に報告す  
2   ≡・邪  適間×2病  

べきか判断できる。（技能）◎患者の診断名、病  
棟注2   

態から薬物治療方針を把握できる。（技能）   

（珍使用医薬品の使用上の注意と副作用を説明でき  
901ロihx  

H404   る。◎臨床検査値の変化と使用医薬品の関連性  ○  ○  2  
90x8  過1巨Iメ  

を説明できる。   
4i司間×2  

病棟注2   
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◎医師の浩東方針を理解したうえで、患者べの適  
切な服薬指導を体験する。（技能・態度）◎患者  
の粟に対する理解を確かめるための開放型質問方  
法を実施する。（技能・態度）◎薬に関する患者  
の質問に分かり易く答える．（技能・態度）◎患  
者との会話を通して、月良薬状況を把握することが  601正nズ  

H405        できる．（知層い技能）◎代表的な医薬品の効き を ○  2  

目、患者との会話や患者の様子から確かめるこ  
90x柑  ○   

週間×2病  

とができる。（知詫・圭支龍）◎代表的な医薬品の  棟注2   

副作用を、患者との会話や患者の様子から気づく  
ことができる。（知諸・技能）◎患者がリラック  
スし自らすすんで話ができるようなコミュニーケ  
ションを実施できる。（技能・態度）◎患者に共  
感的態度で接する，（態度）   

601エiIIX  

90x15  濁3【司x  H406  ◎患者の薬物治療上わ問題点をリストアップし、 SOAPを作成できる。（技能）  実習  0  ・○  2  医師1・ 看護婦1  4週間×2  

◎期待する効果が現れていないか、あるいは不十  

分と思われる場合の卦処法について提案する。 （知識・技能）◎副作用が疑われる場合の  
㌧  

演習   
90よ2  

適切な対処法についてj是嘉する。（知識・態度） 

支援への関与》  

◎治療方針決定のプロセスおよびその実施におけ  
る薬剤師の関わりを見学し、他の医療スタッフ、  
医療機関との連携の重要性を感じとる。（態度）  

医師1・  
（⊃  ○  2   看護師1   注1   ト・01】P  90x5  

◎適正な薬物治簾の実施について、他の医療ス  
クッフと必要な意見を交換する。（態度）   

注1 教員の参加が望ましい．  
注2 系統の異なる疾患の患者が入院する病棟で、それぞれ4週間を目安に患者を担当することが望ましい（例：内科疾患と外科疾患、慢性疾患と  
急性疾患など）  

（5）薬剤を造る・調べる  
学生数は1施凱5名以内   

到達日頃（SBOs）   
人的資源       l物的資源 （例示）  時間  患者との 関わり  備考  

LS  
学習方法  場所   ■l                     薬剤部  病棟・ 外来  モの他  指導 音量Il肪  補助者  教員   

《院内で調製する製剤》   

◎院内製剤の必要性を理解し、以下に例示する製  
H501   剤のいずれかを調製できる。倣膏、坐剤、散  

剤、液状製剤（消毒薬を含む）など）（技能）   

実習   0  1  90x20  

◎無菌製剤の必要性を理解し、以下に例示する製  
H502   剤のいずれかを調琴できる。（点眼液、注射液な  

ど）（技能）   

《薬物モニタリング》   

○  H503  ◎琴際の患者例に基づきTDMのデータを解析し、 薬物治療の適正化について討議する。（技能・－態 l菅1  実習または 演習  0  OHP、プ リント  90×5  
《中毒医療への貢献》  

関連費  
○  料、プリ  選択   H504  ◎葉物中毒患者の中毒原因物頃の検出方法と解毒 方法について討議する。（知識、態度）  演習、SGD  0  ント   

（6）医療人としての薬剤師  
学生致は1施設に5名以内  

L   到達目標（SBOs）   
人的資源    物的資汝 （例示）  時間  患者との 関ゎり  備考  

学習方法  場所                     薬剤部  病棟・  

◎患者および医薬品に関連する情報の授受と共有  
の重要性を感じとる。（態度）◎患者にとって薬  
に関する窓口である薬剤師の果たすべき役割を討  
議し、その皇軍性を感じとる。（態度）◎患者の  

H601      健康の回復と維持に薬剤師が積極的に貢献するこ のる 0  2  ロ 亭主i  

と重要性を討議す。（態度）◎生命に関わる  
職種であることを自覚し、ふさわしい態度で行動  
する。（態度）◎医療の担い手が守るべき倫理規  
範を遵守する。（態度）◎蒋凍上知り待た情報に  
ついて守秘義務を守る。（態度）   

注1 教員の参加が望ましい．  
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（Ⅲ）薬局実習方略  
（1）薬局アイテムと管理  

学生数は1施設2名以内  

LS   到達目標   学習方法  場所  人的資源    l物的資源 l（例示）‘   時間  患者、顧客と の関わり   備考  

《某局アイテムの流れ》  
◎薬局で取り扱うアイテムが医療の中で果た  
す役割について説明できる。◎薬局で取り扱  

0   PlOl    うアイテムの保健・衛生、生活の質の向上に 果たす役割を説明できる．◎某局アイテムの  注1  
9Dx3  

流通機構に係わる人達の仕事を見学し、薬剤  
師業務と関連づけて説明できる．   

（薬局製剤）  

PlO2  ◎代表的な薬局製剤・漢方製剤について概説 できる ○   資料、  
．   

テキスト  9〔〉xl  

l／只ヽ′．上．d＝▲LJ  b■Hl■【l、■－＿し－■トJ【－⊥  l  実習   ○   90x2  選択（他施設へ依頼  
も考慮）  

（薬局アイテムの管理と保存〉  

◎医薬品の適正在庫とその青草を説明でき  
る。◎納入医薬品の検収を体験し、その 

PlO4』  
挙できる。◎薬局におけるアイテムの管理、  

90xヰ  

配列の概要を把握し、実務を体験する。（知  
識・桔能）   

（特別な配慮を要する医薬品）  

◎麻薬、向精神薬などの規制医薬品の取扱い  
について説明できる。◎春物、劇物の取扱い  
について説明できる。◎捷的な管一里が義務付＿  

PlO5∠     けられている医薬品（麻薬、向精神薬、劇  90xl  

薬、毒薬．特定生物由来製剤など）∵を挙げ、  
その保管方法を見学．し、その意義について考  
察する。（態度）   

注1 教員の参加が望ましい。   

（2）情報のアクセスと活用  
学生数は1施設2名以内  

LS   到達目1票  
人的資源    物的資源 （例示）   時間  患者、顧客と の関わり  備考  

《薬剤師の心構え》   
各大学にお  

◎医療の担い手が守るぺき倫理規範を遵守す  ロ  
P201・   る。，（態度）◎職務上知り祷た情報について  注1  

守秘義務を守る。（態度）   提供される  

《情報の入手と加工》   

◎医薬品の基本的な情報源（厚生労働省、日  苔縛、頒儀農  

本製薬工業協会、製薬企菓、日本薬剤師会、  供資料、イン  

P202∠］    卸など）の種類と特徴を正しく理解し、■適切 に三選釈できる ロ  MRl，MS  クーネγト、  

。（知識・技能）◎基本的な 医品情（警告 
患者側明月  
リーフレッ  

薬報、禁忌、効能、副作用、棉  ト、添付文  
互作用など）一－を収集できる。（技能）   苔、処方せん   

P203  由処方内容から得られる患者情報を的確に妃  ○   
添付文書、  

握できる。（妓韓）   処方せん  90x5  

P204  ◎栗歴掃から得られる患者情報を的確に把握 できる。（技能）  演習   ○   経歴簿  90y5  

P205∠］  ◎緊急安全性情報、不良品回収、製造中止な どの緊急情報の取扱い方法を説明できる 各種関連情    9812  

，   習・実習   報  

問い合わせ事  
例、冨拝、情  
報撞供頭判、  

P206∠］  ◎問い合わせに対し、根拠に基づいた論理的 な報告書を作成できろ ○   
。（知識・技能）   

インターネッ  報告書の様式は自由   
ト、患者説明  
用リーフレッ  
ト   

P207∠  ◎医薬品・医療用具等安全性情報報告用紙に 必要事項を記載できる 事例、報告   90x之  
．（知識・技能）   用紙  

《情報の提供》   

◎入手した情報を評価し、患者に対してわか  
香斧、情報 濃供資料、  
インター  

P208   りやすい言葉、表現で適切に説明できる。  ○   ネット、息  
（技能・態度）   看視明用  

リーフレッ  
ト   

◎入手した患者情報を、必要に応じ、適正な  
P209   羊蹄きを建て他の医療従事者に提供できる。  ○   

必要に応じ   90x3  

（技能・魚座）   
た資料  

P210∠］  ◎患者および医薬品に関連する情報の授受と の重要性を感じとる 

共有。（態度）   ○   90x3  

注1 教員の参加が望ましい。  
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（ 
学生数は1瞞2名以内   

LS   到達目標  人的資源    物的資源 （例示）   時間  患者、顧客と の■関わり   備考  

《保険調剤業蕃の全体の流れ》   
◎保険調剤業務の全体の流れを理解し、処方  
せんの受付から調剤報酬の請求までの概要を  

P301    説明できる．◎保険薬局として認定される粂  プリント  90x2  
件を、薬局の設備と関連づけて具体的に説明  
できる。   

（処方せんの受付）   

◎処方せん（麻薬を含む）の形式および記載  
事項について説明できる。◎処方せん受付時  
の対応および注意事項（患者名の確終、患者  

P302     の様子、処方せんの使用期限、記載不備、偽  処方せん  90xヱ  患者  

造処方せんへの注意など）について説明でき 
る。◎初某局患者への対‾応と初回質問表の利  
用について説明できる。   

P303  ◎初来局および再来局患者から収集すべき情 のについて説できる 0   薬歴・質問    90xl  

報内容明。   表  

◎処方せん受付時の対応ができる，（技能・感  
度）（◎生命に関わる職種であることを自覚  見学‘（5分山2枚）→  

し、ふさわしい態度で行動する．（態度）◎  ロ十ルプレイ（新  

P304∠］     患者が自らすすんで話ができるように工夫す  ！OrT  患者    息，再来など15分x6  

る．（技能・態度）◎患者との会話などを通  ケース）・→美顔に  

じて、月良案上の閉居点（服薬状況、副作用の  （15分x20ケース）   

発現など）を把握できる。（技能）   

（処方せんの鑑査と疑義照会〉   

◎処方せんが正しく記載されていることを確  
箆できる。（技能）◎処方せんに記載された  

処方せんt  

P305∠    処方薬の妥当性を、医薬品名、分量、用法、  ○   添付文書  等・コン  
用量、薬物相互作用などの知識に基づいて判  ビュ「タ・   
断できる。（知識・技能）   

P306  ◎薬歴簿を参照して処方内容の妥当性を判断 でる （⊃   薬歴簿・処 せん  90T、Z  患者  15分x12枚   
き。（知識・技能）   方  

薬歴薄．・処  

P307  ◎疑義照会の行い方を身につける。（知識・ 態度）  説明・見学  ○   方せん・調  
墓舶絡   

◎疑義照会事例を通して、医療塊関との連  薬歴簿・処  
全期間を通じて事例  

方せん・調  があったときに薬剤  

剤録   
師の対応を見学す P308   携、患者への対応をシミュレートする．（技 龍・態度）  演習（ロー ルプレイ）  ○   ス   

く計数・計量調剤〉   

P309∠］  ◎薬袋、薬札に記載すべき事項を列挙でき る．  説明・実習  0   薬袋・薬札  90xl  

◎処方せんの記載に従って正しく医薬品の取  
りそろえができる。（技能）◎錠剤、カブセ  
ル剤などの計数調剤ができる。（技能）◎代  
表的な医薬品の剤形を列挙できる。◎医果品  
の言放別に色、形などの外観が重要であること  
を、・具体例を挙げて説明できる．◎代表的な  

P310∠］        医薬品の商品名と一般名を対比できる，◎同  処方せん  90）く10  以上．ただし、学生  

⊥商品名の医薬品に異なった規格があるもの  の到達度に応じて変  

について具体例を列挙できる。◎異なる商品  更する。   

名で、同一有効成分を含む代表的な医薬品を  
列挙できる，◎代表的な同種・同効薬を列挙  
できる。◎代表的な医薬品を色・形、識別  
コードから識別できる。（技能）   

◎一回皇（一旬化）調剤を必要とするケ「ス  
P311』   について説明できる。◎一回豊（一包化）詞・  薬犀簿・処 方せん  9【Ixl  

剤右・壬施できろ＿（桔能）   

P312∠］  ◎錠剤の粉砕、およびカプセル剤の開封の可 否を判断し、実施できる．（知沌・技能）  説明・実習  0 1 
資料  90xl  

◎散剤、液剤などの計量調剤ができる．（技  散剤、液剤の処方せんを  

P313』   能）．◎調剤機器（秤量器、分包機など）の基  処方せん  90x5  標準10枚以上．ただし．  
学生の到達度に応じて変  

本的：取扱いができる。（技能）   
曹十る＿   

◎毒弓粟・劇薬、麻薬、向精神薬などの調剤と  

P314∠］   取扱いができる。（技能）◎特別な注意を要 する医薬品（抗悪性腫瘍薬など）の取扱いを  0   鋸＝＝  

体験する。（技能）   

ビデオ  90×2  医療廃棄物の処理な  P315∠】  ◎自己注射が承許されている代表的な医薬品 を調剤し、その取扱い方を説明できる。  説明・演習  ○   ど   

く計数・計量調剤の鑑査〉   
P316．d  ◎調剤された医薬品に対して、鑑査の実務を 体験する 薬歴碍・処  

。（技能） 
方せん・資  
組   
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（厳重指導の基礎）  

◎適切な服薬指導を行うために、患者から集  
P317∠   める情報と伝える情報を予め把握できる。  90よ1  

（知識・技能）   

◎実歴管理め意義と重要性を説明できる。◎  

P318∠］   薬歴簿の記載事項を列挙し、記入できる。 （知識・技能）◎薬歴簿の保管二管理の方  9ロx5  

法、期間などについて説明できる。   

P319∠d  ◎妊婦、小児、高齢者などへの服業指割こお いて、・配慮すべき事項を列挙できる。  説明   0   資料  90xl  

◎患者に使用上の説明が必要な眼軟膏、坐  
P320∠］   剤、吸入剤などの取扱い方を説明できる。・  ○■   資料  90x2  

（技能）   

巌薬指導入円実習〉  
古刀て埴りに医業品を1史用丁るよっに壇9Jな  

指導ができる。（技能）◎莱歴簿を活用し■た  

P321』    服薬指導ができる。（技能）◎患者向けの説 明文書を使用した服薬指導ができる STEP椚：見学、  

。（技  
90xlヱ  患者   STEP書12：シミュレー  

籠）◎お薬手帳、健康手帳を使用した服薬指  
ト注2  

寒ができるh（技能）   

（巌薬指導実践実習）  

◎患者に共感的態度で模する．（態度）◎  
患者との会話を通じて病態、服薬状況（コン  
ブライアンス）、服薬上の問題点などを把握  
できる。（技能）◎患者が必要とする情報  
を的確に把握し、適切に回答できる。（技 STEP＃3  

P322∠］  ○   指導薬剤師指導下で  

の効き目、副作用に関する情報を収集し、必  
注1  90二140  患者    の実践（実軌こす  

要に応じて対処法を草案する。（軽蔑・態  
る）注2  

度）◎入手した情報を評価し、患者に対し  
てわかりやすい言葉、表現で適切に説明でき  
ろ。（技能・態度）   

（調剤録と処方せんの保管・管理）  
◎調剤録の法的規制について説明できる。  

90xl  P323   ◎調剤録への記入事項について説明できる。 ◎調剤録の保管、管理の方法、期間などにつ いて説明できる。  説明  ○   
P324  ◎調剤後の処方せんへの記入事項について説 明できる （⊃   

。   

9010．5  

P325  ◎処方せんの保管、管理の方法、期間などに ついて説明できる 

。   

（⊃   90xO．5  

（調剤報酬）  

P326  ◎調剤報酬を算定し、調剤報酬明細書（レセ プト）を作成できる 
。（技能）   

90x5  

P32了  ◎薬剤師の技術評価の対象について説明でき る 
．   

90x2  

（安全対策）  

◎代表的な医療事故訴訟あるいは調剤過誤事  
P328∠］   例に・ついて調査し、その原因について指導薬  事例集  90xl  

剤師と話し合うム（知識一態度）   

P329∠］  ◎名称あるいは外観が類似した代表的な医薬・ を列できる 
0   

資料（テキ ス  90Y之  
品挙．   ト）  

P330∠］  ◎特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性 腫瘍薬 
○   

資料（テキ スト  9ロxl  

、抗糖尿病薬など）を列挙できる。   ）  

ト  資料（テキ ス  90xl  P331．d  ◎調剤過誤を防止するためにこ実際に工夫さ れている事項を列挙モきる，  説明・実習  ○  ト）  

◎調剤中に過誤が起こりやすいポイントたっ  
P332∠d   りて討議する。（態度）◎過誤が生じた  事例集  90il  

ときの対応策を討…落する。（態度）   

P333∠］  ◎インシデント、アクシデント報告の記載方 法を説明できる。  講義・演習   ○   90xl  

注1 教員の参加が望ましい。   
注2  STEP＃1見辛（指導案剤師の仕事を見る）研磨：10分／患者1人x18人＝180分＝ 90分x2  レポート  90分Ⅹ4 指導案剤師と  
の討議・反省、90分x2 STEP＃2 指導薬剤師の横についてどう説明するか（立案・植械をしてみる）概算：10分／患者1人十28分／立案（リ  
アルタイムでノ羊9人＝270分＝90分x3 指導薬剤師との討議・反省・90分xI STEP＃3 指導薬剤師の指導下でコミュニケーションの実践  

（実附こする）  
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学生数は1施設2名以内  

到達目標   物的資源  備考  LS  学習方法  場所  人的資源．    l 1（例示）   の関わり  

《患者・顧客七わ接遇》   

◎かかりつけ薬局・薬剤師の役割について指  各大学の関  

PヰOl   導薬剤師と話し合う。（態度）◎患者、顧客  
ロ    連資料、粟   
注l    局で提供さ  

に対して適切な態度で接する。（態度）   九ろ首魁   

P402  ◎疾病の予防お≠び錬康管動こついてアドバ ス ○   関連資料  90x2  
イできる，（技能・態度）   

P403  ◎医師への受診勧告を適切に行うことができ る。．（技能・態度）  演習   ○   関連資料  90x2  

《一般用医薬品・医療用具・健康食品》   

◎セルフメディケーションのための一般用医  

P404   薬品、医廣用具、健康食晶などを適切に選  ○   当該商品  90x5  

択・供給できる。（技能）   

（◎顧客からモニタリングによって得た副作用  
P405   および相互作用情報への対応策について説明  ○   関連質料  90x之  

できる。   

《カウンター実習》   

顧客対応実習：◎顧客が自らすすんで話が  
できるように工夫する。（技能・態度）◎顧  
客が必要とする情報を的確に把握する．（技  
籠・態度）◎顧客との会話を通じて使用案の  

P406      効き目、副作用に関する情報を収集できる。  
（技能・態厚）◎入手した情報を評価し、顧  
客に対してわかりやすい言葉、表現で適切に  約50名の顧客と対応  

説明できる。（技能・態度）   をする．「般医薬 
晶を救っていない場  

実習・演習  ○   当該商品  90y50  顧客  

理についてアドバイスできる。（技能・僚  品を扱う薬局で実習  
度）◎セルフメディケーションのための一般  を行う（必修）。   

用医薬品・医族用具などを適切に選択・供給  
P407   
に行うことができる。（技能・態度）◎息  

注1  

者・顧客からモニタリングによって得た副作  
用および相互作用情報への対応策について説  
明できる。  

i生1 教員の参加が宴ましい．   

（5）地域で活躍する薬剤師  
学生数は1施設2名以内   

LSLS 到達目標   物的資源  考  学習方法  揚所  人的資源    l l（例示）   の関わり   

《在宅医療》   
◎訪問薬剤管理指導業務について説明でき  退院情嘲、  可能な限り患家、特  

P50l   る。◎在宅医療における医療廃棄物の取り扱  関連資料・ 用品  90xヱ  老、老健などを見学  
いについて説明できる。   する。   

P502  ◎薬剤師が在宅医療に関わることの意義を指 し 
導薬剤師と話合う。（態度〉   ○   90xl  

《地域医療・地域福祉》   

P503  ＠病院薬剤師と薬局薬剤師の連携の重要牲を できる 
90xl  

説明。   

P504  ◎当該地域における休8、夜間診療と薬剤師 の役割を説明できる。  説明・見学  休日急病 診療所   90×1  夜間となる   

介護支  ◎当該地域での居宅介護、介護支援専門見な  
P505   どの医療福祉活動の状況を把握でき■る。（知  援専門  90x2  

舌鼓・技能）   具  

（災害時医療と薬剤師〉   

P506  ◎緊急災害時における、当該薬局および薬剤 のについて説できる ○   師役割明．   
ノ・1  90xl  

防災セン  
クー、避  P507  ◎緊急災害時における、当該薬局および薬剤 のついてできる 

師役割に説明． 
1  90xZ  

剤の備蓄  
－・・   

（地域保健）   

P508  ◎学校薬剤師の職務を見聞し、その役割を説 でる 学校薬  90x2  可能な限り学校を阜  
明き。   剤師  学   

P5叩  ◎地域住民に対する医薬品の適正使用の啓発 活動における薬剤師の役割を説明できる 

。   

関連資料  9012  

P510  ◎麻薬・覚せい剤等薬物乱用防止運動におけ るの役割について説明できる 
薬剤師。   ○   掛違資料  gOxl  

◎日用品に係る薬剤師の役割について説明で  
P511   きる。◎日用品に含まれる化学物質の危険性  当該商品  90xl  
を列挙し、わかりやすく説明できる。   

P512  ◎誤飲、誤食による中毒および食中寺に対し 適切なアドバイスできる て〈（知識・技能）   ○   関連資料  90xl  

○   当該商品  90xl  P513  ◎生活療境における消毒の概念について説明 できる。  説明・演習  
P514  ◎話題性のある薬物および健康問題につい て、科学的にわかりやすく説明できる。  説明・演習  ○   関連資料  90xl  
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《地域対応実習》   

◎星屑品に貪辛れるイヒ学物質の危険性を列挙  
し、∫わかりやすく説明できる。◎誤飲、誤食  
による中毒および食中毒に対して適切なアド  

P515     バイスができる（知識・技能）◎生活斉境  演習また   ○   
における消毒の概念について説明できる。◎  l   

話題性のある葉物および健康問題について、  
科学的にわかりやすく説明できる。   

注1 教員の参加が望ましい。   

（6）薬局業務を総合的に学ぶ  

LS   到、自書更  学習方法  l場所  l  
l  

拝．・  

《総合実習》  

薬局における1週間  
P601  実習  注1  90x25  

丘毒する．   

◎患者の健康の回復と維持に薬剤師が積極的  
に貢献することの重要性を感じ取る。（態  

P602   
注l  90x2   

病気の予後とQOLの改善に貢献していることを  
感じとる。（態度）  

注1 教員の参加が望ましい。  
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